
広報あさひ

　市内15の小学校で入学式が行われ、547人が新１年生とし
て新たなスタートを切りました。教室では、緊張の面持ちで
先生の話を聞く児童の姿がありました。　（４月８日／富浦小）
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このまちが
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出
産
祝
金

　
第
２
子
以
降
の
出
産
を
奨
励
祝
福

し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
願
う
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ

と①
旭
市
に
１
年
以
上
住
民
登
録
が
あ

り
、
現
に
居
住
し
て
い
る
人
。

②
１
子
以
上
を
養
育
し
、
第
２
子
以

上
を
出
産
し
て
養
育
す
る
父
母
。

③
市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
保
育

料
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

支
給
額
／
●
第
２
子
：
10
万
円　
　

●
第
３
子
以
降
：
20
万
円

子
ど
も
医
療
費
助
成

　
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
に

掛
か
る
医
療
費
の
、
全
額
ま
た
は
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
保
険
診
療
で
の

通
院
・
入
院
・
調
剤
の
自
己
負
担
額

が
、
無
料
ま
た
は
通
院
で
１
回
３
０

０
円
、
入
院
で
１
日
３
０
０
円
と
な

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
小
学
校
４
年
生

か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
通
院
は
、

市
単
独
の
支
援
と
し
て
助
成
し
て
い

ま
す
。

乳
幼
児
紙
お
む
つ
購
入
券

　
２
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て

い
る
人
に
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
月

額
３
、
０
０
０
円
分
の
紙
お
む
つ
購

入
券
を
支
給
し
ま
す
。
市
内
の
指
定

取
扱
店
で
、
紙
お
む
つ
を
購
入
す
る

際
の
代
金
の
一
部
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

旭
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ハ
ニ
カ
ム

　
「
週
末
に
雨
が
降
る
と
子
ど
も
の

遊
び
場
が
な
い
」
な
ど
、
利
用
者
の

声
を
反
映
し
土
曜
日
も
開
館
し
ま
す
。

〈
開
館
案
内
〉

場
所
／
市
役
所
南
分
館
２
階

開
館
日
／
月
〜
土
曜
日

※
第
５
土
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
。

開
館
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時　

※
ハ
ニ
カ
ム
広
場
は
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
。

〈
気
軽
に
利
用
で
き
る
主
な
事
業
〉

利
用
者
支
援
事
業

　
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
。
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
の
利
用
、
各
種
子
育
て
支

援
事
業
の
案
内
や
利
用
方
法
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
よ
う
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
し
ま
す
。

プ
レ
ー
ル
ー
ム
「
ハ
ニ
カ
ム
広
場
」

　
お
お
む
ね
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
が
利
用
で
き
ま
す
。
大

き
な
ブ
ロ
ッ
ク
、
す
べ
り
台
、
絵
本

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
ミ
ニ
映
写
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談

　
子
育
て
を
し
て
い
て
の
悩
み
や
不

安
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援

　
就
園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

育
児
講
座

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
イ
ベ
ン
ト
は
ハ
ニ
カ
ム
通
信
で
〉

　
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
の
案
内
な
ど
を
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ハ
ニ
カ
ム
や

子
育
て
支
援
課
な
ど
で
配
布
す
る
ハ

ニ
カ
ム
通
信
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
も
紹
介
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

☎
62
‐
８
０
１
２

旭
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ハ
ニ

カ
ム

☎
62
‐
７
０
９
９

ハニカム広場の様子

子
育
て
世
帯
を
応
援
し
ま
す

市
で
は
子
育
て
世
帯
の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
市
独
自
の
主
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
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メ
ニ
ュ
ー
が
充
実

　
メ
ニ
ュ
ー
が
今
年
度
か
ら
増
え
、

全
62
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
の
く
わ
し
い
内
容
は
、

市
ま
た
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
で
き
る
の
は

　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

し
て
い
る
、
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ

た
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
。

※�

学
校
、
事
業
所
な
ど
の
教
育
・
研

修
目
的
は
対
象
外
で
す
。

時
間
と
会
場
な
ど

　
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間
で
、

90
分
以
内
。
会
場
は
申
し
込
み
を
す

る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
で
手
配
し
、
費

用
は
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。
講
師
料

は
無
料
で
す
。

申
し
込
み
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
持
参
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ま
た
は
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

旭
中
央
病
院
広
報
患
者
相
談
課
広

報
係

☎
63
‐
８
１
１
１
・
代
表

d 

62
‐
７
６
９
０

健康づくり出前講座メニュー
がんの予防と治療法

1 前立腺がんについて
2 ロボットを使った前立腺がん手術
3 大腸ポリープの診断と治療
4 肺がんの診断と治療について

5 口
こう

腔
くう

がんと口腔粘膜の病気につい
て

6「腫瘍」とは
7 病理診断ってなあ〜に
8 がん検診と細胞診

9 がん患者さんを支える相談支援と緩和ケアチーム

10 緩和ケアについて”緩和ケアって何？”

11 がん患者とその家族のための緩和ケアについて
生活習慣と関わりの深い病気

12 生活習慣病と心血管疾患の関係
13 高血圧の話
14 メタボリックシンドロームについて
15 肺血栓塞栓症について
16 狭心症、心筋梗塞を防ごう
17 動脈硬化とその予防

18 冠動脈疾患のカテーテル治療について
19 心不全について
20 心臓の検査について
21 足の血管の病気について
22 脳卒中について

23 生活習慣病の治療（特に糖尿病予防について）

49 口腔ケアと入れ歯の取り扱い方について

50 在宅で出来る脳卒中リハビリテーション
51 排

はい

泄
せつ

介助が必要な高齢者のケア
52 褥

じょくそう

瘡予防とそのケアについて
子育てのヒント

53 幼児の発達について
54 乳幼児のむし歯とその予防について

55 小児・虐待予防について（早期発見、予防、ケアなど）
食事に関するアドバイス

56 生活習慣病を予防する食事
57 高血圧症の食事療法
58 病院食ってどんな食事？
59 入れ歯と歯科インプラントの話

その他

60 なぜ医療機関の役割分担が必要なの？
61 放射線と放射能について知ろう
62 脳死と臓器移植について

性別や加齢による病気
24 頻尿への対処法
25 尿路結石について
26 男性ホルモンと病気の関係
27 更年期障害にお悩みですか？
28 子宮脱の予防と治療
29 物忘れと認知症
30 物忘れと正常圧水頭症について
31 認知症をもつ人のための地域連携
32 顔面けいれん、三

さん

叉
さ

神経痛について
いざという時のために

33 家庭で出来る応急処置について

34 野外（レジャー）での応急処置について
35 心肺蘇生法について
36 中毒・誤飲について

感染症やその他の病気
37 てんかんについて
38 うつ病について
39 熱中症について
40 低体温症について
41「炎症」って何？
42 インフルエンザについて
43 インフルエンザと胃腸炎の予防法
44 性感染症について

介護やケアのアドバイス
45 足の悩みとケアについて

46 介護を必要とする体にならないために　
47 高齢者の栄養管理について
48 高齢者の口腔ケアについて

専
門
医
や
看
護
師
が
解
説
し
ま
す

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
の
「
健
康
づ
く
り
出
前
講
座
」。

こ
の
講
座
で
は
、
旭
中
央
病
院
の
医
師
や
看
護
師
な
ど
が
皆
さ
ん
の
集
ま
る
場
所
に
出
向
き
、

健
康
維
持
や
病
気
予
防
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
？

健
康
づ
く
り
出
前
講
座
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生
活
支
援
事
業

●
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
の
利
用
助
成
事
業

　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
に
掛

か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
市
に
登
録
さ
れ
た
業
者
を
利
用
し

た
場
合
の
み
。

助
成
額
／
１
回
当
た
り
１
、
０
０
０

円（
年
間
12
枚
）

●
緊
急
通
報
装
置
の
設
置

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者

世
帯
に
、
緊
急
事
態
に
備
え
24
時
間

体
制
で
対
応
で
き
る
緊
急
通
報
装
置

を
貸
し
出
し
ま
す
。

※
協
力
員
が
必
要
。

費
用
／
所
得
に
応
じ
て
一
部
負
担
あ

り（
１
月
当
た
り
０
〜
３
、
０
８
６

円
）

●
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
公
共
の
交
通
機
関
や
タ
ク
シ
ー
な

ど
の
利
用
が
困
難
な
高
齢
者
、
ま
た

は
身
体
障
害
者
１
〜
３
級
で
下
肢
の

不
自
由
な
40
歳
以
上
の
人
が
、
市
内

の
医
療
機
関
な
ど
へ
の
送
迎
に
利
用

で
き
ま
す
。
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

介
護
者
の
同
乗
が
必
要
で
す
。

※
週
１
回
ま
で
。
車
い
す
、
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
利
用
の
人
に
限
る
。

費
用
／
片
道
１
０
０
円
ま
た
は
３
０

０
円

●
家
族
介
護
支
援
金

　
自
宅
で
常
に
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
高
齢
者
で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５

と
認
定
さ
れ
、
日
常
生
活
自
立
度
が

Ｂ
２
以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
介

護
者
に
、
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
入
院
、
ま
た
は
介
護

保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

（
短
期
含
む
）は
除
く
。

※
世
帯
の
全
員
に
、
介
護
保
険
料
や

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
ま
た
は
市

民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
こ
と
。

支
給
額
／
月
額
１
２
、
０
０
０
円

●
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事
業

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
を
対
象
に
、
要
介
護
状
態
へ
の

進
行
を
予
防
す
る
た
め
、
短
期
間
で

の
宿
泊
に
よ
る
日
常
生
活
の
指
導
、

支
援
を
行
い
ま
す
。

※
６
か
月
で
14
日
以
内
。

費
用
／
事
業
費
の
１
割
を
負
担

地
域
支
援
事
業

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
調
理
が
困
難
と
な
っ
た
一
人
暮
ら

し
な
ど
の
高
齢
者
に
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
を
届
け
、
併
せ
て
安
否

の
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
昼
食
の
み
で
週
３
回
以
内
。

費
用
／
１
食
３
０
０
円

●
住
宅
改
修
費
助
成
事
業

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高

齢
者
が
、
暮
ら
し
や
す
い
住
宅
に
改

修
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

※
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額
／
対
象
改
修
費
の
２
分
の
１

（
限
度
額
１
８
０
、
０
０
０
円
）

●
紙
お
む
つ
給
付
事
業

　
寝
た
き
り
な
ど
で
常
時
失
禁
状
態

に
あ
る
、
要
介
護
度
が
重
い
高
齢
者

に
紙
お
む
つ
を
給
付
し
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
入
院
、
ま
た
は
介
護

保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

（
短
期
含
む
）は
除
く
。

給
付
枚
数
／
年
間
２
７
０
〜
５
４
０

枚（
所
得
状
況
、
要
介
護
度
に
応
じ

て
枚
数
が
異
な
り
ま
す
）

●
認
知
症
家
族
交
流
会

　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
が

集
ま
り
、
介
護
体
験
や
日
ご
ろ
の
悩

み
を
話
し
合
い
、
情
報
交
換
や
交
流

を
行
い
ま
す
。

費
用
／
無
料

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
を
温
か
く
見
守
る
方
法
を
学
び
ま

す
。
市
内
在
住
・
在
勤
の
10
名
以
上

の
グ
ル
ー
プ
で
、
１
か
月
前
ま
で
に

申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

費
用
／
無
料

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
班

☎
62
‐
５
３
５
０

市
で
は
、
高
齢
者（
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
人
）の
皆
さ
ん
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

介
護
予
防
や
生
活
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
状
態
や
家
庭
の
状
況
に
応
じ
て
、
自
分
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

お年寄りの
暮らしを
支えます

高
齢
者

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介護予防サポーター養成講座
「初級編」
〜あさひ輝きアップサポーター
　養成講座〜

　講座を通して、運動・栄養・
口腔・認知症などの介護予防に
関する知識が学べます。
日時／５月19日（木）、26日（木）、
６月２日（木）、16日（木）、23日
（木）、午後１時30分〜３時　
※最終日は午後１時30分〜３
時20分
場所／Ｍ

ま ど

ａｄｏ－Ｋ
か

ａ（旭市ロ
の838番地）
定員／20名程度
費用／無料
申込期限／５月16日（月）
旭市地域包括支援センター

（☎62-5433・高齢者福祉課高
齢者班内）
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力
向
上
の
訓
練
、
社
会
と
の
交
流
促

進
な
ど
を
放
課
後
や
休
日
に
行
い
ま

す
。

●
短
期
入
所

　
家
族
が
病
気
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で

一
時
的
に
介
護
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
、
短
期
間
、
施
設
で
入
浴
や
食
事

な
ど
の
介
護
を
し
ま
す
。

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
障
害
者
の
自
立
を
促
す
た
め
、
共

同
で
生
活
を
し
ま
す
。

●
福
祉
作
業
所
な
ど
へ
の
通
所

　
障
害
な
ど
が
あ
っ
て
雇
用
さ
れ
る

こ
と
が
難
し
い
人
に
、
通
所
に
よ
り

必
要
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

助
成
サ
ー
ビ
ス

●
医
療
費
の
助
成

　
心
身
障
害
者（
児
）の
医
療
費
の
自

己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

在
宅
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

●
居
宅
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　
自
宅
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問

し
、
日
常
生
活
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
重
度
身
体
障
害
者
の
家
庭
に
入
浴

車
が
訪
問
し
ま
す
。

●
移
動
支
援
事
業

　
買
い
物
な
ど
で
外
出
す
る
と
き
、

移
動
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

施
設
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

●
児
童
発
達
支
援

　
就
学
前
の
児
童
に
、
日
常
生
活
に

お
け
る
基
本
的
な
動
作
の
指
導
、
集

団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
な
ど
を
行
い

ま
す
。

●
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
就
学
し
て
い
る
児
童
に
、
生
活
能

●
難
病
療
養
者
医
療
費
助
成

　
指
定
難
病
療
養
者
や
小
児
慢
性
特

定
疾
病
療
養
者
、
特
定
疾
患
療
養
者

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
助
成
し

ま
す
。

〈
指
定
難
病
療
養
者
・
小
児
慢
性
特

定
疾
病
療
養
者
・
特
定
疾
患
療
養

者
〉

月
額
／
１
４
、
０
０
０
円
ま
で（
入

院
）、
２
、
０
０
０
円
ま
で（
通
院
）

〈
重
症
認
定
者
〉

月
額
／
２
、
０
０
０
円

●
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
、

費
用
を
助
成
す
る
利
用
券
を
交
付
し

ま
す
。

●
補
装
具
費
の
支
給

　
補
聴
器
、
車
い
す
、
装
具
、
義
足

な
ど
を
購
入
・
修
理
す
る
場
合
に
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
保
障

●
特
別
障
害
者
手
当

　
常
に
特
別
の
介
護
を
要
す
る
在
宅

の
重
度
障
害
者
に
支
給
し
ま
す
。

月
額
／
２
６
、
８
３
０
円

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
在
宅
の
障
害
児
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
し
ま
す
。

月
額
／
５
１
、
５
０
０
円（
１
級
）、

３
４
、
３
０
０
円（
２
級
）

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
常
に
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
重
度

障
害
児
に
支
給
し
ま
す
。

月
額
／
１
４
、
６
０
０
円

●
ね
た
き
り
身
体
障
害
者
お
よ
び
重

度
知
的
障
害
者
介
護
手
当

　
在
宅
の
寝
た
き
り
身
体
障
害
者
、

ま
た
は
重
度
知
的
障
害
者
を
介
護
し

て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

※
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し

て
い
る
場
合
は
除
く
。

月
額
／
８
、
６
５
０
円

●
心
身
障
害
者
扶
養
年
金
制
度

　
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
人

で
、
県
の
心
身
障
害
者
扶
養
年
金
に

加
入
し
、
月
々
一
定
の
掛
け
金
を
納

付
し
て
い
た
人
に
万
一
の
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
、
残
さ
れ
た
心
身
障
害

者
に
終
身
一
定
の
年
金
を
給
付
し
ま

す
。給

付
サ
ー
ビ
ス

●
日
常
生
活
用
具
な
ど
の
給
付

　
在
宅
障
害
者（
児
）に
ス
ト
マ
装
具
、

紙
お
む
つ
、
歩
行
補
助
つ
え
な
ど
の

日
常
生
活
に
必
要
な
用
具
を
給
付
し

ま
す
。

※
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班

☎
62
‐
５
３
５
１

市
で
は
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
を
支
え
、

喜
び
や
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

各
サ
ー
ビ
ス
に
は
利
用
者
負
担
や
所
得
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
を
支
え
ま
す

福
祉
サ
ー
ビ
ス
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海上地域
区　名 氏　名

見広区 嶋田　太郎左エ門
大間手区 森川　貴宏
倉橋区 嶋田　　幹
蛇園区 渡邉　裕志
清滝区 大木　多可志

区　名 氏　名
幾世区 多田　秀人
松ヶ谷区 木内　健太郎
岩井区 山﨑　政好
広原東区 渡辺　重巳
広原仲区 越川　純夫

区　名 氏　名
広原南区 平野　好正
広原西区 山口　　登
後草区 浪川　嘉兵衛
高生区 伊藤　成一
琴田区 石川　一巳

区　名 氏　名
沖区 菅谷　喜重
高見台団地自治会 浪川　知泰

旭地域
区　名 氏　名

網戸区 石毛　隆次郎
塚前区 白井　新平
街道区 新行内　等
田町区 小林　章宏
仲町区 小﨑　照雄
新町区 伊藤　和平
新田区 新行内　幸夫
東町区 塩原　昌治
瀬道区 加藤　博史
十日市場岡区 向後　　弘
宿天神区 鏑木　雅幸
新川区 林　　武男
馬場若衆内区 石毛　　清
袋区 岩井　憲一
干潟区 鈴木　敎傳

区　名 氏　名
干潟南区 鈴木　孝治
八軒町区 新井　哲雄
神西区 堀井　和夫
川口二区 松田　邦雄
十日市場浜区 宇野　勝治
椎名内岡区 石橋　美信
椎名内東町区 八馬　　務
椎名内仲町区 石橋　敬弘
椎名内西町区 穗苅　　薰
東足洗区 加瀬　武男
西足洗岡区 鷺山　義人
西足洗浜区 加瀬　　章
野中区 遠籘　一郎
足川岡区 鈴木　弘一
足川浜区 八木　雅之

区　名 氏　名
仁玉岡区 佐久間　健二
仁玉浜区 岩井　利夫
中谷里岡区 林　　賢二
中谷里浜区 平野　喜弘
川向区 小林　幸雄
神宮寺岡区 林　　秀和
神宮寺浜区 林　信一郎
井戸野浜区 林　　顯雄
駒込浜区 宇野澤　富男
井戸野上通り区 山﨑　松之
井戸野中通り区 加瀬　俊治
井戸野下通り区 加瀬　栄一
川口区 髙槗　　繁
泉川区 伊籘　昭一
駒込岡区 松井　　薫

区　名 氏　名
大塚原区 伊藤　市郎
新町上町区 辻　　文雄
新町仲町区 ⻆田　利夫
新町下町第一区 関本　光彦
新町下町第二区 鈴木　　昇
小川区 伊藤　紀人
溜下区 松澤　英司
元締区 髙木　英司
宮本区 林　　英和
谷町場区 齊藤　哲男
西琴田区 芝田　克巳
中琴田区 飯嶌　伊千良
東琴田区 菅谷　　武
江ヶ崎区 﨑山　隆士
江ヶ崎西町区 飯島　久也

飯岡地域
区　名 氏　名

上永井区 向後　一洋
南町区 遊橋　隆広
永井岡区 永井　一男
東町区 平野　達雄
西上町区 向後　壽男
西下町区 伊藤　賢司
横根東浜区 磯村　州久
本町区 西宮　央文
川端町区 北村　豪輔

区　名 氏　名
横根岡区 髙野　和幸
横根西浜区 高野　　剛
萩園区 菅生　幸雄
双葉町区 小林　　修
曽根区 常世田　昌良
目那区 宮内　雅男
犬林区 岩瀬　　稔
上宿区 常世田　秀明
後区 石毛　新一郎

区　名 氏　名
下宿区 柴山　峯保
浜区 伊藤　　進
塙東町区 加瀬　長市
塙西町区 嶋田　長一
塙新町区 友邊　　潔
県営飯岡団地 中澤　　功

区　名 氏　名
小網町区 下埜　　實
広網町区 北村　幸一
大崎町区 稲葉　眞一
八軒町区 伊藤　和彦
並木町区 土屋　宏光
飯岡岡区 佐久間　邦男
行内区 椎名　正一
平松岡区 渡邉　義夫
平松浜区 伊藤　富佐雄

干潟地域
区　名 氏　名

中11区 髙安　好久
西１区 長平　　弘
西２・９区 八⻆　正治
西３区 伊藤　秀樹
西４区 伊東　　清
西５区 椎名　悟志
西６区 実川　浩幸
西７区 植田　誠一
西８区 髙山　重幸

区　名 氏　名
西10区 飯嶋　正彦
西11区 遠藤　英樹
西12区 越川　和雄
西13区 飯田　勝俊
西14区 飯田　吉則
西15区 鈴木　　勲
西16区 加瀨　初夫
西17区 戸村　政明
西18区 内田　和夫

区　名 氏　名
萬歳１区 衣鳩　幸男
萬歳２区 穴澤　　裕
萬歳３区 宮﨑　寬夫
萬歳４区 宮野　和典
関戸区 髙木　　覚
溝原区 菅谷　昌平
櫻井区 八本　和之
中１区 菅谷　威佐夫
中２区 岩岡　　弘

区　名 氏　名
中３区 菅谷　健一
中４上区 石毛　善博
中４下区 加瀨　孝雄
中５区 鈴木　武史
中６区 堀江　正則
中７区 石毛　秀治
中８区 佐野　達也
中９区 大极　勝巳
中10区 島田　昌信

　市民の皆さんの声を市へ伝えるなど、地域と市のパイプ
役として活躍する区長が各区から選出されました。今年１
年間活躍する新しい区長を紹介します。
区とは
　同じ地域に住む人々が、住みやすい地域づくりを目的と
して、生活環境を守る活動や親睦活動などを行う自治組織

です。
　自分がどの区に属するのかが分からない場合は、問い合
わせてください。

問い合わせ先
総務課庶務行政班（☎62-5310）

新しい区長を紹介します市とのパイプ役
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納
期
内
に
早
め
の
納
付
を

「
軽
自
動
車
税
」

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
軽
自
動
車
な
ど
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
る
市
税
で
す
。
納
付
期
限

は
５
月
31
日
（火）
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
税
制
改
正
に
よ
り

税
率
が
変
更（
一
部
車
種
を
除
く
）と

な
り
ま
し
た
の
で
、
５
月
中
旬
に
発

送
さ
れ
る
納
税
通
知
書
を
確
認
の
上
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
早
め
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
身
体
障
害
者
な
ど
の
移
動
の
た
め

に
利
用
す
る
軽
自
動
車
に
か
か
る
軽

自
動
車
税
を
、
減
免
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
／
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
身
体

障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
の

あ
る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど

で
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
人

申
請
期
限
／
５
月
24
日
（火）

問
税
務
課
課
税
班（
☎
62
‐
5�

3 

2�

1
）

「
市
税
の
納
付
方
法
」

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に
協
力

を
！

　
市
で
は
、
収
納
率
の
向
上
を
目
的

と
し
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
原
則
化
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
納
付
書
で
納
め

て
い
る
人
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
へ
の
切
り
替
え
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
は
、
市
役
所
や
金
融
機

関
ま
で
出
向
く
必
要
が
な
く
、
納
め

忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
現
金
な

ど
を
持
ち
歩
く
必
要
も
な
い
た
め
、

便
利
で
安
全
・
安
心
な
納
付
方
法
で

す
。

　
申
し
込
み
手
続
き
は
、
預
金
通
帳

と
通
帳
印
を
持
参
の
上
、
市
指
定
の

金
融
機
関（
納
付
書
に
記
載
）ま
た
は

郵
便
局
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
口

座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
持
参
の
上
、

本
人
が
税
務
課
の
窓
口
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
税
班（
☎
62
‐
5
3
2 

2
）「

夜
間
・
休
日
納
税
窓
口
」

納
税
の
利
便
性
を
図
る
た
め
開
設

し
て
い
ま
す

　
仕
事
な
ど
に
よ
り
、
日
中
に
市
税

な
ど
の
納
付
や
納
付
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
夜
間
・
休
日
納
税

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
時

夜
間
納
税
窓
口
／
毎
月
10
日
、
25
日

午
後
５
時
30
分
〜
８
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、

直
後
の
平
日
に
な
り
ま
す
。

休
日
納
税
窓
口
／
毎
月
第
４
日
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

開
設
場
所

　

税
務
課（
市
役
所
本
庁
１
階
８
番

窓
口
）

〈
注
意
事
項
〉

●
納
付
相
談
は
市
税
・
国
保
税
に
限

り
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
な
ど
も
納
付
書
を
持
参
す

れ
ば
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
収
税
班（
☎
62
‐
5
3
2 

2
）納

期
内
に
早
め
の
納
付
を

「
自
動
車
税
」

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

る
県
税
で
、
納
付
期
限
は
５
月
31
日

（火）
で
す
。
本
年
度
の
納
税
通
知
書
は
、

５
月
上
旬
に
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
早
め
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
が
可
能

で
す
。
利
用
す
る
に
は
、
納
期
限
ま

で
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
自
動
車
税
事
務
所（
☎
0
4
3
‐

2
4
3
‐
2
7
2
1
）、
旭
県
税
事

務
所（
☎
62
‐
0
7
7
2
）

個
人
や
民
間
の
団
体
で
は
提
供
で
き
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、

市
民
一
人
一
人
が
納
め
る
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
市
税
な
ど
の
税
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
8
ペ
ー
ジ
に
は
「
平
成
28
年
度 
税
・
保
険
料
な
ど
の
納
付
期
限
一
覧
」
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
…
問
い
合
わ
せ

　

…
申
し
込
み

知
っ
て
お
き
た
い 

　
情
報

確
認
し
て
く
だ
さ
い  

税
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納付期限 市県民税 固定資産税
都市計画税 軽自動車税 国民健康保険税 介護保険料 後期高齢者

医療保険料

5月31日（火）
第１期

　　　　　　円

全期

　　　　　　円

6月30日（木）
第１期

　　　　　　円

第１期

　　　　　　円

第１期

　　　　　　円

8月 1日（月）
第２期

　　　　　　円

第２期

　　　　　　円

第２期

　　　　　　円

第１期

　　　　　　円

8月31日（水）
第２期

　　　　　　円

第３期

　　　　　　円

第３期

　　　　　　円

第２期

　　　　　　円

9月30日（金）
第３期

　　　　　　円

第４期

　　　　　　円

第４期

　　　　　　円

第３期

　　　　　　円

10月31日（月）
第３期

　　　　　　円

第５期

　　　　　　円

第５期

　　　　　　円

第４期

　　　　　　円

11月30日（水）
第６期

　　　　　　円

第６期

　　　　　　円

第５期

　　　　　　円

12月26日（月）
第４期

　　　　　　円

第７期

　　　　　　円

第７期

　　　　　　円

第６期

　　　　　　円

1月31日（火）
第４期

　　　　　　円

第８期

　　　　　　円

第８期

　　　　　　円

第７期

　　　　　　円

2月28日（火）
第８期

　　　　　　円

問い合わせ先 税務課収税班　☎62-5322
高齢者福祉課
介護保険班
☎62-5308

保険年金課
高齢者医療年金班
☎62-5882

使用料などの納付期限と問い合わせ先

※上記は、普通徴収の納付期限です。

※納付期限が土・日曜日、祝日の場合は変更になります。

このページを切り取って利用してください

水道料金 下水道使用料 下水道負担金 農業集落排水
使用料

市営住宅・雇用
促進住宅家賃 保育料 学校給食費 児童クラブ

受託料

隔月末 隔月末
8月 1日（月）
9月30日（金）
12月26日（月）
2月28日（火）

毎月末 毎月末 毎月末 毎月末 毎月末

水道課業務班
☎63-9180
お客様センター
☎63-8881

下水道課管理班
☎62-5357

農水産課農業
基盤整備班
☎68-1173

財政課管財
営繕班

☎62-5315

子育て支援課
保育班

☎62-5313

第一給食センター
☎62-0366
第二給食センター
☎55-2246

学校教育課
学務班

☎55-5724

平成28年度　税・保険料などの納付期限一覧
納付金額を記入し、納付計画や口座振替時の通帳残高の確認などに活用してください。

期限内納付に協力を！
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市では協働によるまちづくりを推進するため、
自主的で創意あふれる事業に
補助金を交付しています。

市民のまちづくり活動を応援します
平成28年度市民まちづくり活動支援事業を追加募集

　昭和23年に海上郡三川村立三川中学校に奉職し
て以来、公立中学校長で退職されるまでの40年に
わたり、優れた指導力と統率力で、地域に根ざした
教育の推進と教育行政の振興、発展に尽力されまし
た。

瑞宝双光章

（教育功労）
加瀨吉平さん　88歳（塙）

　昭和26年に香取郡神崎町立神崎中学校に奉職し
て以来、公立小学校長で退職されるまでの37年に
わたり、豊かな識見と優れた指導力で、学校教育を
はじめ教育行政の多方面から地域教育の振興、発展
に尽力されました。

瑞宝双光章

にわたり、優れた指導力と実践力で地域と一体と
なった学校教育の推進に尽力されました。昭和59
年に飯岡町教育委員会教育長に就任し、学校教育を
はじめ教育行政の多方面から教育の振興、発展に貢
献されました。

瑞宝双光章

（教育功労）
伊藤昭一さん　88歳（三川）
　昭和24年に海上郡飯岡町立飯
岡中学校に奉職して以来、36年

（教育功労）
小嶋昭三さん　88歳（足川）

高齢者叙勲
　高齢者叙勲が発表され、本市から３名の方
が受章の栄誉を受けられました。

対象となる事業
　市内で実施され、市民の福祉向上や公益上の必要が認め
られる事業。同一事業で別の補助金を受けているものは対
象となりません。
対象となる団体
　市内を活動拠点とする団体で、構成員のうち市内に在
住・在勤・在学する人が５人以上、かつ過半数となる団体。
営利・政治・宗教団体や構成員に市税の滞納がある場合は
対象となりません。
補助金の種類
●スタート支援
　団体設立のための経費や、事業を開始するために必要な
費用などを補助します。
補助率／補助対象経費の10分の９以内、１団体１回限り
10万円まで。

●ステップアップ支援
　団体が行う新規事業や事業の拡大など、必要な費用に補
助します。
補助率／対象経費の10分の８以内、年30万円まで。年度
ごとに申請し最長５年（スタート支援を受けた場合は４年）
まで。最終年度は補助率10分の５以内。
補助対象経費
　事業に必要な事務費、講師謝礼、印刷費、通信費など。
人件費、食料費、備品購入費は対象となりません。入場料
や売上金などの収入がある場合は差し引きます。
申し込み方法
　申請書に必要事項を記入し、市民生活課に持参してくだ
さい。申請書は市ホームページからダウンロードできるほ
か、市民生活課でも受け取れます。
申し込み期間／平成28年５月２日（月）〜31日（火）
選考方法／書類審査と申請者からの事業説明による審査を
行います。

申し込み・問い合わせ先
市民生活課市民生活支援班（☎62-5396）
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見
直
し
ま
し
た

「
旭
市
地
域
防
災
計
画
」
と

「
旭
市
津
波
避
難
計
画
」

　
市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
や
国
・
県
の
防
災
計
画
な
ど
の
見

直
し
に
伴
い
、
旭
市
地
域
防
災
計
画

と
旭
市
津
波
避
難
計
画
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。　

旭
市
地
域
防
災
計
画

　
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
備
え
て
、
市

や
防
災
関
係
機
関
な
ど
が
そ
の
全
機

能
を
発
揮
し
て
、
住
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
を
守
る
た
め
の
各
防
災
対

策
を
総
括
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

【
概
要
】

１
、
総
則
編

　
計
画
の
基
本
方
針
、
被
害
想
定
や

減
災
方
針
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

２
、
地
震
・
津
波
編

　
地
震
・
津
波
・
液
状
化
な
ど
各
種

災
害
の
予
防
計
画
。
災
害
が
発
生
し

た
場
合
の
対
応
や
復
旧
・
復
興
に
必

要
な
措
置
・
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

３
、
風
水
害
編

　
風
水
害
に
お
け
る
災
害
予
防
計
画
。

風
水
害
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
や

復
旧
・
復
興
に
必
要
な
措
置
・
計
画

を
定
め
て
い
ま
す
。

４
、
大
規
模
事
故
編

　
大
規
模
火
災
を
は
じ
め
航
空
機
、

鉄
道
、
危
険
物
や
油
流
出
な
ど
各
種

事
故
災
害
に
対
す
る
予
防
・
応
急
対

策
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

５
、
資
料
編

　
土
砂
災
害
危
険
箇
所
、
防
災
行
政

無
線
の
概
要
、
災
害
協
定
、
避
難
場

所
や
津
波
避
難
拠
点
の
一
覧
な
ど
を

記
載
し
て
い
ま
す
。　

旭
市
津
波
避
難
計
画

　
津
波
浸
水
想
定
区
域
、
避
難
対
象

地
域
、
津
波
避
難
ビ
ル
や
避
難
路
な

ど
の
指
定
、
行
政
の
初
動
体
制
や
情

報
伝
達
方
法
、
津
波
に
関
す
る
知
識

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
情
報
な
ど
を

明
記
し
た
も
の
で
す
。　

【
主
な
変
更
点
】

●
避
難
対
象
地
域
を
緊
急
度
別
に
区

分
し
、
高
台
以
外
の
地
区
は
避
難

の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
明
記

●
津
波
避
難
拠
点
の
一
部
変
更
と
新

た
に
収
容
人
数
を
明
記

●
避
難
路
の
追
加

●
や
む
を
得
ず
自
動
車
避
難
す
る
場

合
の
順
守
事
項
を
明
記

●
防
災
活
動
従
事
者
の
退
避
ル
ー
ル

化
●
避
難
指
示
発
令
基
準
の
一
部
変
更

※
各
計
画
の
全
文
と
変
更
点
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
総
務
課
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
総
務
課
地
域
安
全
班（
☎
62
‐
５

３
１
１
）

改
正
し
ま
し
た

土
地
の

埋
め
立
て
要
件
な
ど

　
市
で
は
、
土
地
の
埋
め
立
て
事
業

な
ど
の
適
正
化
を
図
る
た
め
「
旭
市

土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の

汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
。
改
正
後
の
条
例
は
７
月
１
日
（金）

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

【
主
な
改
正
点
】

●
廃
棄
物
以
外
の
土
砂
な
ど
全
般
が

対
象

●
土
地
所
有
者
や
隣
接
土
地
所
有
者
、

近
隣
住
民（
周
囲
３
０
０
ｍ
以
内

の
居
住
者
な
ど
）か
ら
の
承
諾
書

が
必
要

●
埋
め
立
て
に
使
用
で
き
る
土
砂
な

ど
は
、
発
生
場
所
が
県
内
で
場
所

が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

※
埋
め
立
て
事
業
は
「
土
地
の
埋
め

立
て
」「
盛
土
」「
た
い
積
行
為
」
が

対
象
で
す
。
３
千
㎡
以
上
の
埋
め

立
て
な
ど
は
、
県
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
。
農
地
の
埋
め
立
て
に

つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

土
地
所
有
者
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
違
法
な
埋
め
立
て
行
為
や
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
行
為
は
、
土
地
を
管
理

す
べ
き
所
有
者
に
も
責
任
が
及
ぶ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
土
地
所
有
者
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
安
全
に
管
理

し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
業
内
容
を
で
き
る
だ
け
く
わ
し

く
書
面
で
提
出
さ
せ
る
。

●
必
要
な
許
認
可
の
確
認
が
取
れ
る

ま
で
は
搬
入
さ
せ
な
い
。

●
事
業
期
間
中
は
定
期
的
に
見
回
り

を
行
い
監
視
す
る
。

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐
５

３
２
８
）　

注
意
し
ま
し
ょ
う

イ
ヌ
マ
キ
の
害
虫

「
ケ
ブ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
」

　
イ
ヌ
マ
キ
、
ナ
ギ
の
重
要
害
虫
で

あ
る
ケ
ブ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
が
、

市
内
で
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
虫
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
一
種

で
、
成
虫
の
体
長
は
１
㎝
程
度
で
す
。

幼
虫
は
樹
皮
の
下
の
水
な
ど
が
通
る

部
分
を
食
害
し
ま
す
。
被
害
を
受
け

た
木
は
一
部
ま
た
は
全
体
の
葉
が
黄

色
く
な
り
、
数
か
月
で
枯
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
樹
皮
に
直
径
４
㎜
ほ
ど
の

穴
を
確
認
で
き
れ
ば
、
こ
の
害
虫
の

被
害
と
断
定
で
き
ま
す
。

　
産
卵
時
期
で
あ
る
４
〜
６
月
中
は
、

農
薬
散
布
や
被
害
木
を
伐
採
・
焼
却

す
る
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
市
農
水
産
課
振
興
班（
☎
68
‐
１

１
７
５
）、
海
匝
農
業
事
務
所
改
良

普
及
課（
☎
62
‐
０
３
３
４
）

ケブトラカミキリの成虫

インフォメーション
くらしの

ワイド
問
…
問
い
合
わ
せ

　

…
申
し
込
み

◆固定資産税・都市計画税　第１期
◆軽自動車税　全期
納期限は５月31日（火）です。
※国民年金保険料は毎月納付です。

今月の納期
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知
っ
て
い
ま
す
か

特
別
障
害
給
付
金
制
度

　
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年

金
な
ど
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
が

あ
る
人
を
対
象
に
、
給
付
金
を
支
給

す
る
特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。

対
象
は

　
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間

内
に
初
診
日（
障
害
の
原
因
と
な
る

傷
病
に
つ
い
て
、
初
め
て
医
師
ま
た

は
歯
科
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
） 

が
あ
っ
て
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金

１
・
２
級
相
当
の
障
害
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

⑴
平
成
３
年
３
月
31
日
以
前
に
国
民

年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学

生
⑵
昭
和
61
年
３
月
31
日
以
前
に
国
民

年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被

用
者（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な

ど
の
加
入
者
）の
配
偶
者

※
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、

当
該
障
害
状
態
に
該
当
し
た
人
に

限
り
ま
す
。

請
求
す
る
窓
口
は

　
市
保
険
年
金
課
で
手
続
き
が
で
き

ま
す
。
ま
た
請
求
の
審
査
・
決
定
は

日
本
年
金
機
構
が
行
い
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班（
☎
62
‐
５
３
３
２
）

受
診
し
ま
し
ょ
う

歯
科
口
腔
健
康
診
査

（
歯
科
健
診
）

　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
前
年
度
に
75
歳
と
な
っ
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

を
対
象
に
、
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま

す
。

対
象
者
／
昭
和
15
年
４
月
２
日
〜
16

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
被
保
険
者

実
施
期
間
／
６
月
１
日
（水）
〜
10
月
31

日
（月）
費
用
／
無
料

※
健
診
後
の
治
療
に
掛
か
る
費
用
は

有
料
と
な
り
ま
す
。

健
診
項
目
／
●
口
腔
診
査　
●
口
腔

衛
生
指
導

受
診
方
法
／
５
月
中
に
市
か
ら
み
ど

り
色
の
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
健

診
を
希
望
す
る
人
は
、
健
診
協
力
医

療
機
関
に
直
接
予
約
し
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
受
診
は
期
間
中
に
限
り
、

１
人
１
回
で
す
。

問
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
給
付
管
理
課（
☎
０
４
３
‐
２
１

６
‐
５
３
３
２
）、
市
保
険
年
金
課

高
齢
者
医
療
年
金
班（
☎
62
‐
５
８

８
２
）

地
域
で
進
め
る
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

「
春
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」

を
実
施
し
ま
す

　
ご
み
の
散
乱
防
止
と
再
資
源
化
促

進
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
市

内
一
斉
に
春
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実

施
し
ま
す
。
道
路
や
公
園
な
ど
に
落

ち
て
い
る
ご
み
を
集
め
、
き
れ
い
な

旭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
５
月
29
日
（日）　
午
前
８
時
〜

９
時

※
当
日
は
、
午
前
７
時
に
防
災
行
政

無
線
で
周
知
し
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

●
集
め
た
ご
み
は
、
缶
、
瓶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
燃
え
る
ご
み
、
燃
え

な
い
ご
み
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
に
あ
る
ご
み
は
、
絶
対
に
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
集
合
場
所
や
ご
み
の
集
積
場
所
は
、

区
ま
た
は
実
施
す
る
団
体
な
ど
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
き
れ
い
な
旭
を
つ
く
る
会
事
務
局

（
☎
62
‐
５
３
２
９
・
環
境
課
環
境

美
化
班
）

自
転
車
は
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
運
転

自
転
車
保
険
に

加
入
し
よ
う
！

　
自
転
車
の
衝
突
事
故
で
相
手
方
に

け
が
を
負
わ
せ
て
し
ま
う
と
、
事
故

の
加
害
者
と
な
り
ま
す
。
自
転
車
の

保
険
は
、
単
体
で
加
入
で
き
る
も
の

か
ら
、
自
動
車
の
保
険
に
追
加
す
る

も
の
、
日
常
生
活
の
事
故
を
補
償
し

た
傷
害
保
険
な
ど
、
保
険
会
社
に
よ

り
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自
分
に

合
っ
た
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行

③
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
市
民
生
活
課
市
民
生
活
支
援
班

（
☎
62
‐
５
３
９
６
）

調
査
を
実
施
し
ま
す

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査

　
経
済
セ
ン
サ
ス
は
、
会
社
や
商
店

な
ど
、
全
て
の
事
業
所
や
企
業
を
対

象
に
行
い
ま
す
。　

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
で
の
行
政
施
策
の
立
案
や
、
民
間

企
業
で
の
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、

社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資

料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
内
容
／
名
称
、
所
在
地
、
経
営

組
織
、
事
業
内
容
、
売
上
・
費
用
、

設
備
投
資
な
ど
の
企
業
の
経
済
活
動

に
つ
い
て
で
す
。

調
査
方
法
／
「
調
査
員
に
よ
る
調
査
」

と
「
国
・
県
・
市
に
よ
る
調
査
」
の

二
つ
の
方
法
で
行
い
ま
す
。

●
調
査
員
に
よ
る
調
査

　
単
独
の
事
業
所
や
新
設
の
事
業
所

な
ど
を
、
調
査
員
が
５
月
中
に
訪
問

し
て
調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
。　

●
国
・
県
・
市
に
よ
る
調
査

　
支
社
を
持
つ
企
業
な
ど
の
本
社
に
、

支
社
分
を
含
め
た
調
査
書
類
を
ま
と

め
て
郵
送
し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
調
査
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
統
計
班（
☎
62
‐
５

３
９
７
）

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
保
育
班

☎
62
‐
５
３
１
３

災害復旧・復興費として
島田建設株式会社／100万円、パラソルギャラリー
実行委員会／10万1,566円
市政発展のため
林利幸／20万円
共和小の教材用備品、管理用備品として
匿名／図書一式、家具・調度品一式（200万円相当）

議会に報告された寄付 ※順不同、敬称略
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満開の桜に集う笑顔

見
あさひ

けん
ぶん

ろく
録

袋公園桜まつり

　袋公園桜まつりが４月１日〜12日にかけ
て開催されました。９日の「演芸＆こども
ゲーム大会」では、暖かい日差しと満開の
桜の中、市内外から家族連れなど17,000
人が来場しました。イベント会場では、ダ
ンスやお囃

はや

子
し

などの催しに声援を送った
り、ゲーム大会、野だてなどを楽しんだり
する人たちの姿がありました。

①ステージショーでにぎわうイベント広場
②満開の桜の下を行き交う来場者
③たくさんとれたかな？こどもゲーム大会
④野だてでお茶を振る舞う小学生

③ ②④

①

ステージで披露された舞踊

　手作りの祭りで地域を盛り上げよう
と「滝郷生き活きふれあいまつり」が龍
福寺境内の特設会場で開催されまし
た。この日は、龍福寺の歴史を紹介す
る記念講演、大正琴や舞踊の披露、椎
名佐千子さんの歌謡ショーなどが行わ
れ、会場は多くの来場者でにぎわって
いました。

地域を盛り上げる
滝郷の祭り

3月
20日

陸上自衛隊によるコンサート

　東日本大震災からの復興を願う「海
と大地の音楽祭」が、いいおかユート
ピアセンターで開催されました。この
日、参加者による踊りやダンスの披露
のほか、陸上自衛隊東部方面音楽隊に
よる復興支援コンサートなどが行わ
れ、客席から大きな拍手が送られてい
ました。

思いを込めて
復興ライブ

3月
20日

交通安全関係団体による街頭啓発

　春の全国交通安全運動出動式が旭警
察署で行われました。この日は、交通
安全啓発パレードや交通安全関係団体
の人たちによる街頭啓発のほか、高齢
者を対象とした交通事故を防止するた
めの講習会なども開かれ、市内各所に
おいて交通事故防止が呼び掛けられま
した。

市内各所で交通事故
防止を呼び掛ける

4月
6日
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風車を作る親子

まちで見た、聞いた出来事を届けます

越川樹
たっ

平
ぺい

くん（二中３年）
千葉県代表チーム

大会名：�第29回都道府県対抗ジュ
ニアバスケットボール大会
2016

場　所：東京都渋谷区ほか
期　日：３月28日〜30日

全国大会出場
おめでとう

バスケットボール

演奏する明治大学マンドリン倶楽部

　旭ライオンズクラブ結成50周年特
別記念事業として、明治大学マンドリ
ン倶楽部の復興支援チャリティーコン
サートが、東総文化会館で行われまし
た。古典音楽やあさひ少年少女合唱団
との合同演奏など、幅広いジャンルの
曲が演奏されると、来場者は熱心に聞
き入っていました。

響き渡る
マンドリンの音色

4月
17日

消防署員の指導を受ける消防団員

　消防団による規律訓練が旭文化の杜
公園で、新たに辞令交付を受けた新入
団員を含む520人が参加して行われま
した。消防団員としての基本的な動作
を身に付けるこの訓練。この日、整列、
方向転換、敬礼などの基本動作を習得
しようと、繰り返し練習する団員の姿
がありました。

消防団員としての
基本動作を習得

4月
10日

鯛を釣り上げるえびす様
（熊野神社の神楽）

華やかな衣装をまとった稚児
（鎌数の神楽）

　熊野神社の神楽が清和乙にある境内で３月20日に、鎌
数の神楽が鎌数伊勢大神宮で３月27日と28日に、それぞ
れ地域の平穏や五穀豊

ほうじょう

穣などを願い奉納されました。
　江戸時代から続くこの神楽は、共に県の無形文化財に指
定されているもの。たくさんの人で囲まれた舞台では、氏
子衆や地域の子どもたちが面や衣装に身を包み、伝統の演
舞を披露していました。

春を呼ぶ伝統の舞
熊野神社・鎌数の神楽

　旭少年少女発明クラブ開始式が４月17日、青年の家体
育館そばの発明クラブ工作室で行われ、第34期生17人の
活動がスタートしました。この日は親子工作も行われ、色
紙や竹ひごなどを材料に風車が作られました。使い慣れな
い工具を手に最初は緊張した様子でしたが、完成した風車
がよく回ると笑顔を見せていました。
　今後発明クラブは、全国のコンテストに参加するため、
さらに創造的な作品作りを行います。

ものづくりの喜びを体験
旭少年少女発明クラブ開始式

拍手

喝采
はくしゅ

かっさい
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ホームページからも見ることができます。
内容／●理事長あいさつ　●医療最前線「早期大腸がん
の内視鏡治療〜大腸がんの基本と最近の治療法につい�
て〜」（消化器内科　紫村治久医師、宮川明祐医師）
●やさしい医学講座「形成外科の診療内容について」（形
成外科　舘一史医師）　●健康ノート「要介護にならない
ために〜食べる機能を維持する〜」（リハビリテーション
科藤本幹雄医師）　●アクティビティレポート「がん患者
さんの外見上のケア〜自分らしく輝いていただくために
〜」（化学療法センター看護師）　●かかりつけ医を持ち
ましょう（旭市ゆうきクリニック　結城崇夫先生）

 
　�６月11日（土）に市民健康講座を開催
　健康への関心を高めてもらうため、定期的に市民健康
講座を開催しています。誰でも無料で参加できます。
日時／６月11日（土）　午後２時〜４時
場所／本館３階　しおさいホール
内容／病理診断について、がん検診について

 
　
�
看護の心をみんなの心に�
「看護の日」のイベントを開催します
　毎年恒例の「看護の日」のイベントを開催します。気軽
に立ち寄りください。
日時／５月11日（水）　午前９時30分〜午後２時30分
場所／本館エレベーター２階連絡通路ほか
内容／各種測定（血圧、体脂肪など）、栄養相談、救急処
置法、役立つ災害時の知識、がん相談、心の相談、キッ
ズ白衣試着コーナーなど

        
　�
地域広報誌「こんにちは」春号を�
発行しました
　病院と地域をつなぐ情報誌「こんにちは」春号を発行し
ました。院内、市内の公共施設に置いてあるほか、病院

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

　糖尿病について、次のように考えている人はいませ
んか。そのように考えていると、痛い目に遭うかもし
れません。
（1）痛くないからほっといてもいいや
　糖尿病の症状としては「喉が渇く」「尿が増える」「体
重が減ってくる」……などがありますが、このような症
状が出るのは、かなり病気が進んでしまった状態です。
糖尿病は採血検査をしないと状態が分かりづらい病気
です。糖尿病の人は必ず定期的（少なくとも３か月に１
回程度）に病院を受診して、採血検査を受けましょう。
糖尿病でない人は、毎年必ず健康診断を受けましょう。
（2）頑張れば治せるだろう
　糖尿病と診断された時には、自分自身のインスリン
を出す力は３〜５割程度まで減っているといわれてお
り、これを現在の医療で治療することはできません。
一度、糖尿病を発症すると「一生上手に」病気と付き
合っていく必要があります。糖尿病でない人は糖尿病

にならないように気を付けることも大切です。
（3）病院にかかっているから安心だろう
　糖尿病は病院に通ったり、薬を飲んだりしていれば
良くなる病気ではありません。自分自身で病気に取り
組むことで良くしていく病気です。医者が何を言おう
と、患者さん自身が日々の生活の中で、何を食べる
か、どれくらい体を動かすか、しっかりと薬を定期的
に飲んでいるかなどに気を付けて取り組んでいかない
限り、病気は良くなりません。最近、糖尿病の薬は食
事療養や運動療法を補助するために使うといわれてい
ます。食事や運動に取り組まずに薬だけ飲んでいても、
糖尿病の状態はどんどん悪くなるなど、上手くいかな
いことが多いです。
　糖尿病の治療は、長生きする治療とほぼ同じだとい
われています。患者さんだけではなく、みんなで治療
の要素を生活に取り入れて、元気に長生きしましょう。
【総合病院国保旭中央病院糖尿病代謝内科 大西俊一郎】

健康ひろば

健康ワンポイントアドバイス

旭中央病院便り　  vol. 45

糖尿病について
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H e a l t h y  S q u a r e

くらし●
インフォメーション

　問…問い合わせ

期　日 場所・受付時間

５月17日（火）
旭市保健センター

10：00〜11：45
13：00〜15：45

※�献血カードを持っている人は持参してください。
問健康管理課庶務企画班（☎63-8766）

献血に協力を！

献血カード

種　別 期　日 受付時間 対象・内容

健康
診査

乳児健康診査 ５月20日（金） 12：50〜13：10 平成28年 1月 5日〜30日生

１歳６か月児健康診査 ５月25日（水） 12：50〜13：10 平成26年 9月25日〜10月13日生

２歳児歯科健康診査 ５月26日（木） 9：00〜 9：20 平成25年11月 9日〜24日生

３歳児健康診査 ５月27日（金） 12：50〜13：10 平成24年11月10日〜26日生

相談 歯科相談 ５月19日（木） 9：15〜10：30 歯科医師による診察と歯科衛生士の歯磨き指導

教室

両親学級 ５月10日（火）第３回 9：00〜 9：15 お産の経過と呼吸法、赤ちゃん抱っこ体験など

子育て学級 ５月10日（火）第１回 9：15〜 9：30 平成28年１月１日〜４月１日生の第１子と希望者

離乳食教室
※申込制 ５月11日（水） 9：30〜 9：45 平成27年11〜12月生

内容：離乳食の進め方（講話、調理実習）

【個別接種】　場所：各指定医療機関

種　別 対　象

ヒブ 生後２〜60か月未満

小児用肺炎球菌 生後２〜60か月未満

四種混合、ポリオ 生後３～90か月未満

水痘 生後12〜36か月未満

麻しん・風しん混合
１期：生後12〜24か月未満
２期：�平成22年４月２日〜23年４

　月１日生

日本脳炎

１期：�生後６〜90か月未満
２期：９〜13歳未満
特例対象：平成19年４月１日以前生

まれの20歳未満で、接種
を完了していない人

三種混合 生後３～90か月未満
※�要事前問い合わせ

高齢者肺炎球菌

65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・
90歳・95歳・100歳の人、60〜64
歳で心臓などに障害のある人
※�４月２日（土）～平成29年４月１
日（土）に対象年齢になる未接種
者に3,000円を助成（助成は１回
限り）。助成期間は平成29年３月
31日（金）までです。

健康ひろば

種　別 期　日 受付時間 対　象

ＢＣＧ ５月18日（水） 13：15〜13：45 生後12か月未満 

【集団接種】　場所：旭市保健センター

予防接種　問旭市保健センター（☎63-8766）

親と子の健康づくり  場所・問飯岡保健センター（☎57-3113）

あさひ健康応援ポイント
健康づくりの実践で「健康と景品」をゲット！
対象／市内在住の20歳以上の人
※平成29年２月28日（火）までに20歳になる人を含む。
期間／３月１日（火）〜平成29年２月28日（火）
応募期限／平成29年３月３日（金）
ポイント対象の取り組み／●健康診断または人間ドック
を受ける（健診100ポイント、ドック200ポイント）　
●がん検診を受ける（１種類100ポイント）　●歯科検診
を受ける（100ポイント）　●献血をする（１回100ポイ
ント）　●スポーツ教室・サークル活動・健康教室に参
加する（１教室100ポイント）　●スポーツ大会に参加す
る（１回100ポイント）　●健康に対する取り組みを３か
月以上続ける（300ポイント）
申込書・応募箱設置場所／旭市保健センター、飯岡保健
センター、海上健康増進センター、干潟公民館ほか
※申込書は５月中旬から配布します。
応募方法／500ポイントたまったら、専用の応募箱に投

とう

函
かん

するか、郵送またはファクスで応募してください。
問健康管理課庶務企画班（☎63-8766）

健康インフォメーション

※現在、子宮頸がんの予防接種を積極的には勧めていません。
　�接種に当たっては、有効性とリスクを理解した上で受けて
ください。
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今 月 の お す す め 新 着 図 書

開館時間／火〜金曜日…午前９時〜午後６時
　　　　　土・日曜日…午前９時〜午後５時
今月の休館日／３日（火・祝）〜５日（木・祝）、19日（木）、毎週月曜日
問市図書館（☎62-2560）　http://www.library-asahi-chiba.jp/

◦恋の名前	 （高橋順子）
◦Ｂ面昭和史	 （半藤一利）
◦日本の海岸線をゆく
	 （日本写真家協会）
◦先輩が部下になったら	（門脇竜一）
◦家族病	 （金盛浦子）
◦子の無い人生	 （酒井順子）
◦食卓の日本史	 （橋本直樹）
◦65歳で人生を変える	 （本岡類）
◦たそがれどきに見つけたもの
	 （朝倉かすみ）
◦誰にも探せない	 （大崎梢）
◦軽薄	 （金原ひとみ）
◦バラカ	 （桐野夏生）

◦九十九藤	 （西條奈加）
◦カナリア恋唄	 （杉本章子）
◦また、同じ夢を見ていた
	 （住野よる）
◦ガンルージュ	 （月村了衛）
◦真説真田名刀伝	 （東郷隆）
◦教場２	 （長岡弘樹）
◦フランダースの帽子	（長野まゆみ）
◦ビューティーキャンプ	（林真理子）
◦カエルの楽園	 （百田尚樹）
◦新任巡査	 （古野まほろ）
◦海は見えるか	 （真山仁）
◦風待心中	 （山口恵以子）
◦幹事のアッコちゃん	（柚木麻子）

市図書館だより

「公方様のお通り抜け」

西山ガラシャ 著
（日本経済新聞出版社）

　まるでテーマパーク！　
奇抜な趣向で将軍を魅了し
た尾張徳川家「戸山荘」を造
った男たちの愉快な物語。
第７回日経小説大賞受賞作。

「まく子」

西加奈子 著
（福音館書店）

　大人になることに嫌悪感
を抱く小学５年生の「ぼく」
は「まく」ことが好きな転校
生コズエと出会う。多感な
少年の成長物語。

幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／５月12日（木）、26日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

おはなしの時間

市
長
　
明
智 

忠
直

祭
り
の
偉
大
さ

　
姉
妹
都
市
の
長
野
県
茅
野
市
で
７
年

に
一
度
執
り
行
わ
れ
る
「
諏
訪
大
社
式

年
造
営
御
柱
大
祭
」
が
４
月
２
〜
４
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
招
待
を
受

け
、
３
日
に
行
わ
れ
た
上
社
の
「
木
落

し
」
と
「
川
越
し
」
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
祭
は
、
山
中
か
ら
モ
ミ
の
巨

木
を
16
本
切
り
出
し
、
諏
訪
大
社
の
上

社
本
宮
・
前
宮
と
下
社
秋
宮
・
春
宮
の

４
か
所
の
各
宮
ま
で
引
き
歩
き
、
社

殿
の
四
方
に
建
て
替
え
る
と
い
う
も

の
。
中
で
も
木
落
し
は
、
御
柱
に
付
い

た
「
め
ど
で
こ
」
と
呼
ば
れ
る
角
の
よ

う
な
棒
に
氏
子
た
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を
乗
せ
、
傾
斜
約

30
度
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坂
か
ら
落
と
す
最
大
の
見
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場

で
あ
り
ま
す
。「
心
を
揃
え
て
お
願
い

だ
」
の
木き

遣や

り
唄
と
「
よ
い
さ
、
よ
い

さ
」
の
掛
け
声
で
、
二
千
人
余
り
の
人

が
心
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に
し
て
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景
は
、

感
激
の
連
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で
あ
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ま
し
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ま
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宮
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渡
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え
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越
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に
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物
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人
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溢
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る
ほ
ど
圧
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で
し
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。
き
っ
と
氏
子
の
皆
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や
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っ
て
き
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域
ゆ
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の

人
た
ち
の
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結
が
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歴
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と
伝
統
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と
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な
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ま
し
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祭
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体
で
は
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1
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人
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な
り
、
こ
の
祭
り
の
壮
大
さ
、
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し
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域
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統
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大
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だ
と
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こ
の
大
祭
で
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訪
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方
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人
と
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の
結
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付
き
の
強
さ
に
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れ
、
人
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絆
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土
愛
の
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感
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。
ち
ょ
う
ど
同
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時
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袋
公
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ベ
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開
催
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れ
、
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者
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努
力
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中
、
過

去
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高
の
人
出
と
な
り
ま
し
た
。
祭
り

に
対
す
る
人
々
の
心
は
、
郷
土
愛
を
育

む
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
る
偉
大
な

も
の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

第
八
〇
回

随 
筆
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相談室 一人で悩まず相談してみませんか！
　日々の暮らしの中で発生するさまざまな問題を解決するため、
各種の無料相談を行っています。秘密は守られます。

相談名 内　容 期日・時間 場　所 問い合わせ

交通事故相談
示談、賠償額の算出、
自賠責保険の請求の仕
方など

５月16日（月）　午前10時～午後３時
※待ち時間解消のため、要事前連絡。 市役所本庁 市民生活課

☎62-5396

市の法律相談
法律問題
※�時間は１人30分。市
民を対象（同一内容で
の相談は１回限り）。

５月 9日（月）　午後１時30分～４時30分
※予約制  ２日（月）午前８時30分から受け付け 海上支所

市民生活課
☎62-5396５月23日（月）　午後１時30分～４時30分

※予約制　13日（金）午前８時30分から受け付け 市役所本庁

人権･行政相談
人権問題、行政への要
望・意見など
※時間は１人30分。

５月10日（火）　午後１時30分～３時30分 市役所本庁
市民生活課
☎62-5396

５月24日（火）　午後１時30分～３時30分 海上支所

心配ごと相談 家庭内の心配事など

５月11日（水）　午前10時～午後３時 青年の家２階

旭市社会福祉協議会
☎57-5577５月18日（水）　午後１時30分～３時30分 海上ふれあいサ

ポートセンター

５月25日（水）　午前10時～午後３時 青年の家２階

消費生活相談 物品購入時のトラブル、
多重債務の相談など 月〜金曜日　午前９時〜午後４時 旭市消費生活センター

（青年の家１階）
旭市消費生活センター
☎62-8019

こころの
健康相談

精神障害（うつ病・アル
コールなど）

５月16日（月）　午後１時30分〜３時
※予約制 旭市保健センター 海匝健康福祉センター

☎0479-22-0206

子育て相談 子育てに関する質問や
情報提供など 月～土曜日　午前８時30分～午後５時 旭市子育て支援センター

ハニカム（南分館２階）
旭市子育て支援センター
ハニカム☎62-7099

家庭児童相談 児童虐待･児童養育問
題など 月～金曜日　午前９時～午後４時 家庭児童相談室

（子育て支援課内）
家庭児童相談室
☎62-5362

教育相談（学校）学校教育についての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所２階 学校教育課 
☎55-5726

教育相談（家庭）家庭教育・子育ての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所１階 生涯学習課 
☎55-5747

市民健康相談
生活習慣病をはじめ子
どもからお年寄りまで
の健康相談

月～金曜日　午前８時30分～午後５時 （電話受付）
旭市保健センター
☎63-8766
飯岡保健センター
☎57-3113

歯科相談 診察、歯磨き指導など ５月19日（木）　午前９時15分〜
受け付け：午前９時15分〜10時30分 飯岡保健センター 飯岡保健センター

☎57-3113

福祉の総合相談
障害者への虐待問題、
権利擁護など福祉（生
活）全般にわたる相談

365日24時間　訪問相談も実施
夜間は電話転送にて対応

中核地域生活支
援センター海匝
ネットワーク

中核地域生活支援センター
海匝ネットワーク、旭市障
害者虐待防止センター
☎60-2578 FAX60-2579

介護相談 介護に関する相談 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 高齢者福祉課 旭市地域包括支援センター
☎62-5433

職業相談 職業相談、求人情報の
提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 地域職業相談室

（青年の家１階）
地域職業相談室 
☎62-5359

行政書士会 相続、遺言、許認可申
請、農地転用など ５月21日（土）　午後１時～４時 青年の家２階 千葉県行政書士会東総支部・寺村

☎63-7813

司法書士会 不動産登記、法律問題、
多重債務の相談など

５月14日（土）　午後１時～５時
※12日（木）までに電話予約。 市民会館２階 司法書士飯嶋事務所

☎0479-25-0567

税理士会 税務全般にわたる相談 ５月10日（火）　午前10時～午後４時
※予約制（受け付けは平日の午後１時〜） 銚子商工会館２階 千葉県税理士会銚子支部

☎0479-22-3901
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I n f o r m a t i o n

くらし●インフォメーション 子育てエキスパートに学ぶ
旭市家庭教育講演会
日時／５月14日（土）　午後１時〜
場所／いいおかユートピアセンター
演題／どんな子でもぐんぐんやる気が
育つ親の力
講師／親

おや

野
の

智
ち

可
か

等
ら

さん
費用／無料
託児／２歳以上の未就学児対象　※要
事前申し込み、５月２日（月）まで。

生涯学習課社会教育班（☎55-57 
27）

野菜を育てる楽しみを
市民農園利用者募集
募集区画／●鎌数農園（鎌数3872）：
19区画（１区画33㎡）　●岩井農園
（岩井2540）：６区画（１区画30㎡）
費用／5,000円
貸付期間／１年間

農水産課振興班（☎68-1174）

５月、６月は赤十字運動月間
赤十字活動資金へ協力を！
　日本赤十字社は、皆さんから寄せら
れた善意によってさまざまな人道的活
動を行っています。
　区の役員、赤十字奉仕団の人が訪問
しますので、協力してください。
日本赤十字社千葉県支部（☎043-2 

41-7531）、市社会福祉課社会班（☎
62-5317）

市税の夜間・休日納税窓口

〈日時〉
●�夜間納税窓口：５月10日（火）、25
日（水）　午後８時まで
●�休日納税窓口：５月22日（日）　午
前８時30分〜午後５時

〈場所〉
　税務課
税務課収税班（☎62-5322）

消費生活相談と啓発パネル展
「週末出張消費生活センター」
　相談受付のほか、消費者啓発パネル
の展示、啓発物資の配布や子ども向け
消費生活ゲームを行います。
日時／５月14日（土）　午前10時〜午
後４時
場所／ショッピングセンターサンモー
ル　相談：２階特設ブース、パネル展
示など：１階タワーコート

旭市消費生活センター（☎63-72 
72）

文化情報ナビ 文化施設からのお知らせ
※入場料を記載していない催し物は無料です。

絵本の読み聞かせ会
日時／５月14日（土）　午前10時〜10時30分
子ども映画会
日時／５月14日（土）　午前10時30分〜11時30分
対象／未就学児童向け
上映作品／赤ずきんちゃん、ほか３話
海上公民館（☎55-2566）

鈴輪押花会　押し花絵作品の展示
期間／５月９日（月）〜15日（日）
時間／午前10時〜午後５時　※最終日は午後４時まで
鈴輪押花会（☎63-1875）
※�まちかどギャラリー「銀座」の使用に関する問い合わせ
は、商工観光課商業振興班（☎62-5874）へ。

碧の会　絵画・陶芸等作品展
期間／５月１日（日）〜15日（日）
揺展　油彩・パステル画作品展
期間／５月17日（火）〜６月１日（水）
〈共通事項〉
時間／午前９時〜午後５時　※最終日は午後３時まで
海上ふれあい館（☎55-5115）

旭市生涯学習講演会
「加齢と老化〜年はとりたくないけれど〜」
日時／５月17日（火）　午後２時〜３時30分
講師／松岡耕二さん（千葉科学大学教授）

生涯学習課社会教育班（☎55-5727）
第20回記念定期演奏会
ニュークレモナフィルハーモニーオーケストラ
日時／５月29日（日）　開場：午後１時　開演：午後２
時
出演／●指揮：一色知希　●管楽器：ニュークレモナ
フィルハーモニーオーケストラ　●ピアノ：實川風

かおる

共演／クレモナストリングス
入場料／1,000円　※全席自由
柴（☎090-3509-2144）
知って！感じて！ホールのピアノ
　世界の名器といわれるピアノ「スタインウェイ」と
「ベーゼンドルファー」の弾き比べをしてみませんか。實
川風さん（旭市出身）と高橋ドレミさんによるピアノの演
奏も行われます。
日時／６月５日（日）　開演：午後１時　演奏：午後３時
45分
入場料／鑑賞券500円
東総文化会館（☎64-2001）

東総文化会館
５月の休館日　２日、９日、16日、23日、30日

まちかどギャラリー「銀座」

海上公民館
５月の休館日　２〜５日、９日、16日、23日、30日

海上ふれあい館（JR飯岡駅）
休館日　毎週月曜日

　４月１日号２ページに掲載の「平成
28年度当初予算」の本文中で、水道
事業の予算額に誤りがありました。

　　誤：220億559万2,000円�
　　正： 22億559万2,000円

　お詫びして訂正します。

＜訂正＞
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…申し込み　問…問い合わせ

I n f o r m a t i o n

くらし●インフォメーションの

Recruitment募集〉
国産にこだわった展示商談会
「アグリフードＥＸＰＯ　東京2016」
日時／●８月18日（木）　午前10時〜
午後５時　●８月19日（金）　午前10
時〜午後４時
場所／東京ビッグサイト東４ホール
対象／こだわりの農産物や加工品を
作っている市内の団体や個人
申込期限／５月13日（金）

旭市担い手育成総合支援協議会
（☎68-1174・農水産課振興班内）

Events催し物〉
地産地消と未来をテーマに
ＶＩＬＬＡＧＥvol. ７
日時／５月８日（日）　午前11時〜午
後４時　※荒天中止
場所／袋公園
内容／次世代の生産者と飲食店が集結
する一大フードパーティー　※くわし
い内容は、ＶＩＬＬＡＧＥのホーム
ページで見ることができます。
ＶＩＬＬＡＧＥ製作委員会（☎63-

1033）

Informationお知らせ〉
親子で楽しく「親子卓球教室」
参加者
日時／５月27日〜平成29年３月10日
の第２・４金曜日（全20回）　午後６
時30分〜８時
場所／総合体育館サブアリーナ
対象／４歳〜小学校６年生の子どもと
その保護者
定員／30人
費用／子どものみ800円（保険料）
持ち物／運動のできる服装、室内用
シューズ、ラケット、タオル、飲物
申込開始日時／５月13日（金）　午後
２時〜

体育振興課体育施設班（☎64-11 
01・総合体育館内）

全線の早期完成を目指し
「第18回銚子連絡道路整備促進地区大会」
日時／５月24日（火）　午後２時〜４時
場所／銚子市青少年文化会館
内容／講演「〜振り向けば未来〜歴史
から学ぶ未来の国づくり町づくり」
（ジャーナリスト：蟹瀬誠一さん）
東総地区広域市町村圏事務組合（☎

62-3305）

稲作農家の皆さんへ
飼料用米で安定収入を確保しよう
　飼料用米に取り組んで、主食用米の
需給改善と安定収入を確保しましょう。 
取り組みのメリット／●飼料工場や畜
産農家などの大きな需要があります。 
●水はけの悪い湿田でも作れます。 
●既存の機械や施設をそのまま使え
ます。 ●国や県の支援策が受けられ、
安定した収入が見込めます。
市農水産課振興班（☎68-1175）、県
農林水産部生産振興課水田農業班（☎
043-223-2980）

弁護士・社会福祉士による
「多重債務に関する夜間無料相談」
日時／５月19日（木）　午後６時〜８
時30分　※要事前予約、１人50分。
場所／旭市消費生活センター（旭市青
年の家１階）

旭市消費生活センター（☎63-72 
72）

児童福祉週間
「その笑顔　未来を照らす　道しるべ」
　児童福祉週間は毎年５月５日の「こ
どもの日」から１週間、子どもの健や
かな成長などについて考える期間で
す。この機会に親子や家族の絆などに
ついて考えてみませんか。
子育て支援課子育て支援班（☎62-8 

012）

新たに農業を始めるあなたへ

　農業経営に必要な知識の習得、営農
計画の作成など新規就農に関する相談
を随時行っています。
農水産課振興班（☎68-1175）

パークゴルフを始めよう
「初心者講習会」
日時／６月11日（土）　午前９時〜午
後３時
場所／あさひパークゴルフ場
定員／50人
費用／1,000円
持ち物／クラブ、ボール（無料貸出有）
申込期限／５月25日（水）
旭市パークゴルフ協会・金杉（☎

68-2582）

農業経営を支援します
日本政策金融公庫の定期相談窓口
　農業者の経営改善など、農業経営全
般に関する無料相談を受け付けます。
日時／毎月第１・３木曜日　午前10
時〜午後４時　※祝日の場合は翌週木
曜日、要事前予約。
場所／農水産課
日本政策金融公庫千葉支店農林水産

事業（☎043-238-8501）市農水産課振
興班（☎68-1174）

駆除に協力を
特定外来生物「オオキンケイギク」
　６〜７月ごろに黄色い花を咲かせる
オオキンケイギクは、栽培や運搬など
が禁止されている特定外来生物です。
強い繁殖力でほかの植物を締め出し、
生態系に悪影響を及ぼす恐れがあるた
め、自宅などで見つけた場合は駆除し
ましょう。
注意点／●種をつける前に、根ごと抜
き取ると効果的です。 ●引き抜いた
らその場でビニール袋に入れ、枯れた
ら可燃ごみに出してください。 ●自
宅で焼却したり、埋めたりしないでく
ださい。
環境課環境政策班（☎62-5328）

募集・催し物・お知らせなど、暮らしに役立つ情報を届けます。

オオキンケイギク
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検索あさピー

平成28年５月１日発行［毎月２回 １日・15日発行］　編集：旭市役所秘書広報課
〒289-2595 千葉県旭市ニの1920番地　☎0479-62-1212（代表）

旭市ホームページ　http://www.city.asahi.lg.jp/

　広報あさひは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準を満たす用紙、誰にでも読みや
すいUD（ユニバーサルデザイン）フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

　ぼくの名前は「あさピー」。市のイメージアップキャラクター
として、いろんなイベントやキャンペーンに参加して市のPR
をしています。ぼくを応援してね！

あさピーの活動は市ホームページ
にも掲載しています。
http://www.city.asahi.lg.jp/pr/

５月のあさピー活動予定
「ご当地キャラこども夢フェスタ in しらかわ」
21日（土）・22日（日） 午前９時〜　白河駅前イベント広場ほか（福島県白
河市）

あさピー●行く！が ○1

　４月の人事異動により広報担当となりました。
いつも幅広い情報を提供している広報あさひです
が、まさか自分がその編集に携わるとは思っても
いませんでした。取材では、一眼レフカメラの扱
いや、写真の良しあしも分らないまま、がむしゃ
らにシャッターを切り、編集や写真撮影の難しさ
を日々感じています。広報紙のわずかなスペース
で、皆さんにより良い情報や市民の表情、情景ま
で伝わる写真を、少しでも多く掲載できるよう頑
張りますのでよろしくお願いします。（哲）

くらしのカレンダー
3日（火）憲法記念日

4日（水）みどりの日

幽学の里で米作り交流事業（〜５日）

5日（木）こどもの日

7日（土）市民陸上競技会（午前９時〜　東総運動場）

8日（日）ＶＩＬＬＡＧＥ vol.7（午前11時〜　袋公園）

29日（日）春のゴミゼロ運動（午前８時〜９時）

こ 話編 ぼ集 れ

月５

４月９日（土）天気晴れ

　ぼくのデビューの地である「第20回袋公園桜まつり」に
行ってきました。初心忘るべからず。あさピーアールステ
ージは気合いを入れて頑張りました。
　ステージではミス七夕のお姉さんとあさピーアール。得
意のダンスもやっちゃいました。

あ ひっ子
キイキ

わぁ、
こんなに集まって
くれているなんて。

新行内重
しげ

晴
はる

くん
平成27年２月18日生
〔ロ〕

金杉明
あ す み

澄ちゃん
平成25年11月29日生
〔琴田〕

寝返りができる
ようになったよ

♪

歩くのが上手になったよ！　春になったらたくさん公園に行くんだ！

毎日アンパンマンやＡＫＢの曲を

歌って踊るよ！

宮内健
たける

くん
平成27年11月５日生
〔イ〕

“イキイキあさひっ子”を大募集
　掲載を希望する人は、秘書広報課広報広聴班（〒289-2595 旭市
二の1920・☎62-8070）へ。対象は小学校入学前の幼児です。申
込用紙は旭市保健センター、飯岡保健センター、旭市子育て支援セ
ンターハニカム、子育て支援課、秘書広報課、各支所にあります。


